
福井市環境推進会議 燃料電池自動車試乗会での｢水素エネルギーについての学習会」講師担当
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10月27日、10：00～、13：30～、15：00～の3回に分けて、福井市下馬3丁目の福井市美術館 アートラボふくい
の駐車場の一角を借りて、福井市環境推進会議の企業交流会 燃料電池自動車試乗会が開催されました。福井市環
境推進会議は、福井市環境基本計画を推進し、海や山に囲まれ、豊かな自然に恵まれた環境にある福井市の環境を
守り育て、次の世代に残し、世界の人々や子孫に誇れる福井市であり続けるために、「未来へつなごう 環境にや
さしい持続可能なまち・ふくい」の環境像を掲げて活動されています。その活動の一環として、最近、次世代のエ
ネルギーとして注目されている「水素」のお話とパネル展示、水素を燃料とした燃料電池自動車 トヨタ自動車製
新型MIRAIの展示・試乗会が行われました。
ふくい水素エネルギー協議会は「水素」のお話とパネル展示を担当しました。展示・試乗会には、約1週間前に

福井市に納車された車とトヨタカローラ福井の車の2台を展示説明用と試乗用に用いました。晴天に恵まれ、風も
あまりなく暖かさを感じる日で、紅葉の季節であったために、美術館への来場者（特に幼稚園児や小学校の低学年
児童）や散歩される方も多く、多くの市民の方に注目されるイベントになりました。会場の福井市美術館の職員の
方、福井市美術館で開催されていた『ミッフィー展』の来場者、散歩中の方などを加えると、総計約30名に参加し
て頂きました。

会場入り口の看板

「水素」のお話ではまず、(1)私たちが日常生活で利用している都市ガス、LPガス、ガソリン、軽油、灯油、
重油、アスファルト、石炭、コークスには炭素が含まれており、これらを空気中で燃やすと、空気中の酸素と反
応して、二酸化炭素と水が発生すること、(2)このような炭素を含む物質の燃焼が、火力発電、自動車・船舶・
航空機、製鉄などに利用されていること、(3)2019年度には、1世帯当たり約4000kgと多くの二酸化炭素を排出し
ていること、(4)製鉄、つまり鉄鉱石の還元にコークスが利用されており、多くの二酸化炭素が発生しているこ
と、(5)セメントの製造工程でも二酸化炭素が発生することを、パネルの図表を参照しながらお話ししました。
都市ガス、LPガス、ガソリンなどに炭素が含まれており、燃やすと二酸化炭素を発生することについてはほぼ皆
さんが知っておられましたが、これらに含まれる化合物の名称や性質までは分からないといった状況でした。石
炭・コークス⇒重油・アスファルト・軽油⇒灯油⇒ガソリン⇒LPガス⇒都市ガスの順で、化学組成的には地球に
優しくなり、究極が「水素」であって、その利用技術の開発が世界的に行われていることを説明しました。
太陽光などの再生可能エネルギーで作った電気による水素製造の実証試験、海外からの水素輸送の実証試験、

福井市灯明寺などでの商用水素
ステーションの設置、燃料電池
自動車の導入支援、水素燃焼
バーナーを用いた発電の検討、
水素を利用した製鉄プロセスの
開発が、脱炭素社会(水素社会)
実現に向けた国の取組みが行わ
れていることも紹介しました。
ふくい水素エネルギー協議会

の認知度を調査しました。各半
数の方がご存じで、活発に活動
していると評価して頂いた方も
おられ、とても嬉しく感じまし
た。 パネルで示した図表

「水素」のお話し用に設置したパネル MIRAIの展示と構造の説明
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「地球温暖化の現状と原因」についてのお話し

活動報告：福井市明新公民館 SDGs環境講座～環境問題と水素の利用～

「水素社会」のイラストが完成！

福井工業大学デザイン学科の卒業生に、福井における水素社会のイラスト作成をお願いしました。先日開催され
た北陸技術交流テクノフェアのふくい水素エネルギー協議会のブースにもパネル展示させて頂きました。

11月13日には、福井市明新公民館の青少年育成事業、小学生
対象の「未来をもっと身近に！ 未来のエネルギー体験会」を
担当します。また、11月23日には、福井県産業会館で開催され
る「ふるさと環境フェア2021」に出展します。

10月29日、福井市明新公民館の大人向け環境教育事業として、「SDGs環境講座～環境問題と水素の利用～」が
開催され、ふくい水素エネルギー協議会が担当しました。

10:00 明新公民館に参加者が集合した後、館長の開催挨拶
10:05 「地球温暖化の現状と原因」についてのお話し
10:50 燃料電池自動車MIRAI（(株)ナカテックの社有車）の見学
11:10 明新公民館からイワタニ水素ステーション福井灯明寺への移動
11:20 イワタニ水素ステーション福井灯明寺の見学
11:40 イワタニ水素ステーション福井灯明寺から明新公民館に移動
11:50 質疑応答、その後閉会

のスケジュールで進行しました。参加者は6名で、明新公民館--水素ステーション間の往復のいずれかにMIRAIに
同乗して、車の静粛な快適さを体験されました。

公民館前駐車場でのMIRAIの構造の概略
説明

イワタニ水素ステーション
福井灯明寺の見学

MIRAIに搭載されている燃料電池
の構造と性能についての説明

MIRAIへの水素充填

福井県全域での水素社会 テクノポートでの水素社会 福井市明新地区での水素社会

活動予定


